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黒
野
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
「
黒
野 

城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
」
が
、
神
山
寸
木
の
連
句
碑
に
取
り
組
ま 

れ
ま
し
た
。 

 

寸
木
の
発
句
に
芭
蕉
が
脇
句
を
付
け
、
名
古
屋
・
岐
阜
の
連
衆
が 

続
け
た
表
六
句
の
存
在
は
、
俳
文
学
に
お
い
て
は
知
ら
れ
て
い
ま
す 

が
、
寸
木
そ
の
人
だ
け
で
な
く
連
句
を
刻
ん
だ
句
碑
の
存
在
も
地
元 

で
は
必
ず
し
も
有
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
た
び
研
究
会
の
皆
さ
ん
は
神
山
家
の
御
子
孫
を
訪
ね
て
新
た 

な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
加
え
て
、
連
句
碑
に
並
ん 

で
立
つ
和
歌
碑
に
も
注
目
し
て
拓
本
を
と
り
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て 

い
な
か
っ
た
解
読
も
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
碑
の
保
存
に
つ
い
て
も 

お
考
え
と
の
こ
と
を
伺
い
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

建
立
後
し
ば
ら
く
た
っ
た
後
に
は
存
在
を
忘
れ
ら
れ
て
い
た
碑
が 

再
び
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
び
、
地
元
の
歴
史
遺
産
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い 

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

  
 
  

 

平
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十
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年
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月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

犬
山
城
白
帝
文
庫 

主
任
学
芸
員 

筧 

真
理
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
ツ
又
の
俳
句
文
化 

 

江
戸
時
代
、
折
立
村
の
支
郷
三
ツ
又
は
、
大
き
な
河
川
が
合
流 

す
る
風
土
の
地
で
、
こ
こ
に
住
む
庄
屋
神
山
吉
正
（
俳
号
寸
木
） 

と
い
う
俳
人
が
い
ま
し
た
。 

 

松
尾
芭
蕉
が
来
濃
し
た
折
、
俳
句
に
堪
能
な
寸
木
は
、
芭
蕉
や 

荷
兮
（
か
け
い
）
ら
と
と
も
に
六
連
句
を
詠
み
、
寸
木
は
芭
蕉
の
住 

む
江
戸
武
蔵
野
を
発
句
で
挨
拶
。
芭
蕉
は
三
ツ
又
が
武
蔵
野
の
三 

俣
の
景
色
と
似
て
い
る
と
返
し
ま
し
た
。 

 

子
の
正
孝
（
俳
号
二
春
）
は
、
芭
蕉
と
父
寸
木
が
連
句
を
詠
ん 

だ
こ
と
か
ら
、
二
春
自
身
が
多
数
の
俳
人
な
ど
か
ら
三
ツ
又
を
詠 

ん
だ
詩
歌
を
収
集
し
て
ま
と
め
、
そ
の
記
念
に
句
碑
を
建
立
し
ま 

し
た
。 

 
 

句
碑
は
後
世
に
忘
れ
去
ら
れ
、
昭
和
時
代
に
発
見
さ
れ
て
今
日 

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
で
も
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
郷
土
歴
史
文
化
の
発 

掘
を
目
的
に
一
年
前
か
ら
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
「
黒
野
史
誌
」 

な
ど
に
連
句
を
詠
ん
だ
所
は
三
ツ
又
説
と
芭
蕉
の
旅
宿
の
二
説
が 

あ
り
、
改
め
て
碑
文
解
読
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
調
査
研
究
に
て
、
江
戸
時
代
中
頃
に
内
外
か
ら
多
く 

の
俳
人
が
三
ツ
又
を
訪
れ
、
四
季
や
風
土
を
題
材
に
し
た
句
が
多 

数
詠
ま
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
新
発
見
の
絵
か
ら
当 

時
の
三
ツ
又
の
川
筋
も
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
歴
史
文
化
が
あ
っ
た
三
ツ
又
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
九
年
十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
野
城
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加
藤
貞
泰
公
研
究
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岐
阜
市
折
立
の
南
東
は
三
ツ
又
の
地
名
で
、
江
戸
時
代
は
、
伊
自
良
川
（
旦
川
・
現
新
堀

川
）
と
板
谷
川
（
板
屋
川
）
が
合
流
し
て
い
た
の
で
三
ツ
又
と
名
づ
け
ら
れ
た
土
地
柄
で
す
。 

 

こ
こ
地
蔵
寺
跡
境
内
に
神
山
寸
木
と
松
尾
芭
蕉
の
連
句
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

研
究
会
は
、
連
句
碑
の
顕
彰
活
動
に
取
り
組
む
目
的
で
、
碑
文
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

碑
は
円
筒
形
の
水
成
岩
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
の
左
側
が
寸
木
と
芭
蕉
の
連
句
碑
で

す
。
表
に
は
、
寸
木
の
発
句
と
芭
蕉
の
脇
句
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

ど
こ
ま
で
も
武
蔵
野
の
月
影
涼
し 

 

寸
木 

 (

五
七
五
の
長
句
） 

 
 

 
 

水
相
似
た
り
三
ま
た
の
夏 

 
 

      

芭
蕉  

(

七
七
の
短
句
） 

  
  

芭
蕉
（
四
四
歳
）
が
美
濃
へ
第
二
回
来
濃
中
の
貞
享
五
年
（
１
６
８
８
）
六
月
十
七
日
に
詠

ま
れ
ま
し
た
。 

 

寸
木
と
は
、
俳
名
で
三
ツ
又
の
庄
屋
、
神
山
長
四
郎
吉
正
で
す
。
裏
面
に
は
寸
木
の
長
男

神
山
長
四
郎
正
孝
（
俳
名
二
春
）
が
、
貞
享
五
年
か
ら
四
八
年
後
の
元
文
元
年
（
１
７
３
６
）

に
碑
を
建
立
し
云
わ
れ
を
記
し
て
い
ま
す
。 

 
碑
文
を
調
査
中
に
、
「
黒
野
史
誌
」
（
昭
和
六
二
年
発
行
）
掲
載
と
碑
文
に
数
文
字
の
違

い
が
判
明
し
た
の
で
、
改
め
て
研
究
会
で
は
、
拓
本
と
り
と
写
真
撮
影
を
行
い
、
碑
文
解
読

を
行
い
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
写
真
右
側
の
碑
は
、
三
ツ
又
に
来
遊
し
た
古
和
歌
達
人
が
「
み
つ
ま
た
」
を
詠
っ

た
碑
で
す
。
二
春
が
建
立
し
た
連
句
碑
か
ら
二
十
九
年
後
の
明
和
二
年
春
（
１
７
６
５
）
、
二

春
の
子
神
山
義
正
が
建
立
。 

  

碑
は
、
昭
和
三
四
年
九
月
に
地
蔵
寺
境
内
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
蔵
寺
は
、
浄
土
宗
、
神
山
家
の
氏
寺
で
あ
る
。
地
蔵
寺
跡
南
側
な
ど
の
土
地
は
神
山
家

の
土
地
で
し
た
が
、
子
孫
の
神
山
忠
司
氏
（
七
三
歳
）
の
お
話
で
は
、
父
芳
雄
氏
の
代
に
市

内
に
移
住
。
現
在
、
毎
年
八
月
十
九
日
、
地
蔵
堂
の
地
蔵
ま
つ
り
を
三
ツ
又
の
住
民
（
奉
賛

会
）
が
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

   寸木・芭蕉の連句碑（左）  三川を詠んだ古和歌の碑（右） 
   岐阜市折立三ツ又の地蔵寺跡境内  平成29年4月15日筆者撮影 

3 

一
、
三
ツ
又
に
芭
蕉
の
碑 

じ
ょ
う
き
ょ
う 



4 

ど
こ
ま
て
も
武
蔵
野
の
月
影
涼
し 
寸
木 

水
相
似
り
三
ま
た
の
夏 

 
 
 
 

芭
蕉 

貞
享
五
林
鐘
十
七
日
芭
蕉
翁
来
游 

于
此
家
父
寸
木
呈
句
尊
翁
即
賜
脇
仍
之 

予
元
文
之
初
題
三
又
之
句
及
詩
歌
需
遐
邇
而 

大
成 

 
 

神
山
長
四
郎
正
孝
俳
名
二
春
欽
誌 

表 裏 

連句碑拓本 

表 裏 

表 裏 

連句碑写真 

水成岩・寸法：高さ55㎝（約2尺）、直径21㎝（7寸） 

（一
） 

寸
木
・芭
蕉
の
連
句
碑 

貞
享
五
林
鐘
十
七
日
、
芭
蕉
尊
翁
来
遊
干
此
家
、 

父
寸
木
呈
句
、
尊
翁
即
賜
脇
、 

仍
抒
元
欠
□
初
題
三
又
之
句
及
詩
歌
需
遐
□
大
戚 

 
   

 
 

神
山
長
四
郎
正
孝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

俳
名 

二
春 

欽
誌 

裏 

参考：『黒野史誌』（昭和62年発行）より 
     赤文字は、碑文との違い 

貞享５年（1688) 
元文元年（1736） 
 

二
、
碑
文
調
査 



(

二) 

連
句
碑(

裏)

の
解
読 

5 



6 



7 

(

三
） 
連
句
碑
（表
）の
解
釈 

  

一 

ど
こ
ま
で
も
武
蔵
野
の
月
影
涼
し 

寸
木 

  

二 

水
相
似
り
三
ま
た
の
夏 

 
 
 
 

芭
蕉 

 

寸
木
は
、
芭
蕉
が
江
戸
深
川
の
芭
蕉
庵
の
俳
風
を
美
濃
へ
も
ち
込

ん
で
き
た
こ
と
を
讃
え
た
。
芭
蕉
の
至
る
所
、
新
し
い
俳
風
の
滲
透

風
靡
（
し
ん
と
う
ふ
う
び
）

す
る
と
讃
え
て
、
「
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
」
と
、
起
句
を
詠
ん
だ
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
芭
蕉
は
三
ツ
又
も
武
蔵
野
も
よ
く
似
て
い
る
と
答

え
た
。
勿
論
似
て
い
る
の
は
気
候
で
は
な
く
て
、
蕉
風
と
通
ず
る
美

濃
の
俳
風
で
あ
る
。
「
こ
ち
ら
も
立
派
な
処
で
す
」
と
答
え
た
の
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
黒
野
史
誌
』
芭
蕉
の
来
濃 

４
３
４
頁 

   

寸
木
の
曾
孫
正
伴
も
「
翁
の
住
め
る
東
路
武
蔵
下
総
の
境
な
る
隅

田
川
の
下
ッ

流
れ
、
深
川
の
三
ツ
又
と
い
ふ
処
に
そ
あ
り
け
る
。
こ

こ
の
流
れ
、
名
を
同
じ
う
す
る
よ
り
、
思
ひ
寄
り
た
る
な
る
べ
し
」

と
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
山
芳
雄
氏
文
書
）
注
記
・
芳
雄
氏
は
寸
木
子
孫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
黒
野
史
誌
』
芭
蕉
の
来
濃 

４
３
６
頁 

 
 

あ
ひ
に
た 

 
 
  

み
つ 

 

碑
の
句
を
解
釈
す
る
な
れ
ば
、
芭
蕉
さ
ん
を
尊
敬
す
る
寸
木
は
芭

蕉
さ
ん
の
前
に
手
を
つ
い
て
、
武
蔵
野
か
ら
は
る
ば
る
旅
を
な
さ
っ

て
い
る
翁
の
俳
諧
は
、
月
の
如
く
あ
ま
ね
く
照
り
輝
い
て
い
ま
す
。

田
舎
の
私
な
ど
も
そ
の
月
影
を
し
た
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

月
と
言
う
と
俳
諧
で
は
秋
の
季
節
の
も
の
で
す
の
で
月
涼
し
と
夏
の

六
月
の
月
に
預
け
て
涼
し
と
詠
ん
で
挨
拶
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

芭
蕉
は
三
ツ
又
の
川
の
話
を
聞
き
丁
度
、
私
の
庵
あ
る
深
川
の
通

り
で
す
ね
。
隅
田
川
に
流
れ
込
む
小
名
木
川
の
合
流
す
る
処
に
住
ん

で
ま
す
が
よ
く
似
た
お
住
居
で
し
ょ
う
。
と
応
じ
て
付
け
た
の
で
あ

る
。 

 
 

 
 

 

國
島
十
雨
ノ
ー
ト
『
三
股
芭
蕉
翁
遊
句
碑
に
つ
い
て
』
（
部
分
） 

一 

夏
（
月
涼
し
）
。
月
。
芭
蕉
に
対
す
る
挨
拶
の
意
。 

二

夏
。
こ
こ
の
三
俣
が
深
川
芭
蕉
庵
付
近
の
隅
田
川
の
三
ツ
股
の

景
に
も
似
て
い
る
と
喜
び
、
挨
拶
を
返
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

  

『
校
本 

芭
蕉
全
集
』
第
四
巻 

連
句
編(

中
）
４
３
頁 

 

こ
の
句
は
芭
蕉
が
旅
を
重
ね
て
岐
阜
の
片
田
舎
ま
で
の
風
雅
な
旅

を
続
け
た
折
、
師
が
市
井
の
塵
を
避
け
て
深
川
に
住
み
涼
爽
な
月
光 

を
見
た
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
清
爽
に
み
ち
て
い
る
と
い
う
意
味
の

句
で
、
芭
蕉
を
前
に
し
て
尊
敬
と
喜
び
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
芭
蕉
は
、
い
や
い
や
私
の
住
ん
で
い
る
武
蔵
野
の
風

物
と
似
て
い
る
の
は
、
単
に
月
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
三
ツ
又
の
涼

味
も
た
ら
す
水
も
似
て
い
ま
す
よ
と
脇
を
付
け
、
寸
木
へ
の
挨
拶
と

し
た
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岐
阜
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
光
』  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

投
稿
「
芭
蕉
の
句
碑
」
（
部
分
）
黒
野 

増
田
悦
三 

 
詩
心
の
交
流
（
部
分
） 

 
 

武
蔵
野
の
果
ま
で
照
り
わ
た
る
月
光
は
、
芭
蕉
の
寓
意
で
も
あ
る

の
か
。
芭
蕉
は
寸
木
の
住
む
黒
野
三
俣
と
芭
蕉
庵
の
あ
る
深
川
三
俣

と
の
間
の
地
形
的
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
挨
拶
を
返

し
て
い
る
。 

   
 
 
 
 
 

『
芭
蕉
と
岐
阜･

大
垣
』
２
４
頁 

大
野
国
士
著 

ま
つ
お
出
版 
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表 
裏 

古和歌碑拓本 
表 裏 

表 

古和歌碑写真 

裏 

古
和
歌
達
人
来
游
此
家
三
川
詠
多
今
明
和
二 

春
正
四
位
上
武
喬
四
季
撰 

神
山
義
正
欽
誌 

水成岩・寸法：高さ58㎝ （約2尺） 、直径21㎝（7寸） 

   

（四
） 

詠
三
川
古
和
歌
碑 

深
き
色
を
ミ
つ
ま
た
河
の
水
の
面
み
と
り
あ
や
な
す
春
の
柳
か
な 

 

武
喬 

 

子
規
松
の
龐
隅
友
と
ミ
つ
又
そ
□
え
り
千
世
を
う
れ
し
く 

      

可
圓 

 
 

 

何
□
や
ミ
川
ま
た
れ
し
月
も
波
の
上
に
光
り
ほ
の
め
く
河
隈
の
里 

 

専
春 

 

河
波
も
氷
に
む
せ
ふ
夜
を
寒
ミ
つ
ま
た
川
ね
て
や
千
鳥
鳴
覧      
有
一 

 （
ほ
と
と
ぎ
す
） （

つ
） 

（
か
わ
く
ま
） 

（
ら
ん
） 

 
 

 

三
ツ
又
の
川
に
ち
な
ん
だ
四
季
、
自
然
、
植
物
、
鳥
な

ど
を
題
材
に
し
た
和
歌
四
選
。 

  
 

 

か
つ
て
和
歌
の
達
人
が
三
ツ
又
の
神
山
家
に
や
っ
て
来

て
、
ミ
つ
ま
た
の
三
川
に
つ
い
て
多
数
の
和
歌
を
詠
ん
だ
。 

明
和
二
年
（
１
７
６
５
）
春
に
位
の
高
い
正
四
位
上
（
し
ょ
う

し
い
の
じ
ょ
う
）
の
武
喬
（
ぶ
き
ょ
う
）
が
四
季
の
和
歌
を
撰

ぶ
。
神
山
義
正
謹
ん
で
誌
す
。 

 

（
義
正
は
寸
木
の
孫
、
二
春
の
子
で
、
明
和
二
年
は
、

二
春
が
建
立
し
た
連
句
碑
か
ら
二
十
九
年
後
に
な
る
。
） 

 

さ
ん
せ
ん 
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碑
文
調
査
者 

  
 

黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会 

 
 
 
 
 
 

拓
本
指
導
・
左
側
碑
文
解
読   

郷 
  

孝
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

右
側
碑
文
解
読 

 

國
島 

京
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

三
ツ
又
関
係
資
料
収
集 

 
 

 

神
山 

順
子 

 
 
 
 
 
 

撮
影
・
編
集 

 
 
 
 
  

 

河
口  

耕
三 

 
 
 
 
 
 
 

  平成18年（2006）12月30日  

拓本作業 平成29年4月3日   

        現在の地蔵寺跡 
平成29年（2017) 10月3日筆者撮影 

（
五
）
調
査
に
携
わ
り 

 
  

 

芭
蕉
の
句
碑
は
、
岐
阜
県
下
に
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
三
ツ
又
の
句
碑
は
、
建
立
年
代
が
刻
ま
れ
て
い
る
中
で
は

最
も
時
代
が
古
い
よ
う
で
す
。 

  

今
か
ら
三
三
〇
年
前
の
江
戸
時
代
に
三
ツ
又
の
寸
木
が
芭
蕉

と
共
に
三
ツ
又
を
題
材
に
し
た
句
を
詠
ま
れ
た
こ
と
に
、
当
時

の
こ
の
地
域
の
歴
史
文
化
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

 

碑
文
調
査
で
は
、
句
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
面
に
限
っ
て
の

調
査
報
告
と
し
ま
し
た
。 

 

ど
こ
で
詠
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
三
ツ
又
と
芭
蕉
旅
宿
の

二
説
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
俳
句
と
関
係
が
深
い
三
ツ
又
の
河
川
に
つ
い
て
調
査
研

究
の
成
果
を
引
き
続
き
報
告
し
ま
す
。 

    右側碑の解読   
    平成29年7月27日 

     昭和50年頃（1975） 
浄土宗岐阜教区「教区誌」の地蔵寺より  

解読作業 

地蔵寺の今昔 



 
 
 
 
 
 
 

「
連
句
碑(

裏
）
の
解
読
」
（
郷
孝
夫
氏
）
よ
り 

 (

原
文
） 

 
 

貞
享
五
林
鐘
十
七
日
芭
蕉
翁
来
遊 
 
 

于
此
家
父
寸
木
呈
句
尊
翁
即
賜
脇
仍
之 
 
 

予
・
・
・
・
・ 

(

詠
み
下
し
文
） 

 
 

貞
享
五
年
林
鐘
十
七
日
、
芭
蕉
尊
翁 

此
の
家
に
来
遊
す
。 

 
  

父
寸
木
句
を
呈
し
、
尊
翁
則
ち
脇
を
賜
り
。
之
に
仍
り
て
、
予
・ 

   

・
・
・
・ 

(

口
語
訳
） 

 
 

貞
享
五
年
陰
暦
六
月
十
七
日
、
芭
蕉
翁
は
、
神
山
寸
木
の
家
や
っ 

 
  

て
来
て
、
俳
諧
を
楽
し
ん
だ
。
父
寸
僕
が
句
を
詠
ん
で
差
し
出
す 

    

と
、
尊
翁
は
即
座
に
脇
句
を
添
え
て
下
さ
っ
た
。
・
・
・ 

 
 

 

碑
文
に
は
、
芭
蕉
が
三
ツ
又
の
寸
木
の
屋
敷
へ
来
て
俳
句
を
詠
ん
だ

と
記
し
て
い
る
。 

10 

三
、
寸
木
・
芭
蕉
の
連
句
は
ど
こ
で
詠
ま
れ
た
か 

(

一) 

碑
文
に
は
三
ツ
又
に
て 

ど
こ
ま
で
も
武
蔵
野
の
月
影
涼
し 

寸
木 

水
相
似
た
り
三
ま
た
の
夏 

 
 

    

芭
蕉 

 
 

三
ツ
又
の
風
情
を
詠
ん
だ
寸
木
と
芭
蕉
の
連
句
は
、
芭
蕉
が
美
濃
へ

第
二
回
来
濃
中
の
貞
享
五
年
（
１
６
８
８
）
六
月
十
七
日
に
六
名
の
俳
人

に
て
六
連
句
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
碑
文
は
そ
の
発
句
と
脇
句
で
す
。 

 

碑
文
に
は
、
寸
木
の
長
男
神
山
長
四
郎
正
孝
（
俳
名
二
春
）
が
、
貞

享
五
年
か
ら
四
八
年
後
の
元
文
元
年
（
１
７
３
６
）
に
碑
を
建
立
し
云
わ

れ
を
記
し
て
い
ま
す
。 

 

碑
文
の
解
読
は
、
前
項
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
連
句
は
旅

店
（
旅
宿
）
で
詠
ま
れ
た
と
す
る
史
料
が
あ
る
た
め
、
関
係
史
料
を
整

理
し
て
み
ま
し
た
。 

 
 

（
二
） 

三
ツ
又
で
詠
ま
れ
た
と
神
山
家
に
伝
わ
る 

●
神
山
寸
木 

『
黒
野
史
誌
』よ
り 

 

芭
蕉
の
来
濃
を
岐
阜
の
旅
宿
ま
で
神
山
寸
木
が
尋
ね
て
い
っ
た
か
、
芭

蕉
が
足
を
の
ば
し
て
三
ツ
又
の
神
山
寸
木
の
屋
敷
を
訪
ね
た
か
は
、
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
子
の
神
山
二
春
が
記
し
た
句
碑
に
は
「
芭
蕉
尊

翁
来
遊
于
此
家
」
と
あ
り
、
三
ツ
又
を
訪
ね
た
と
記
し
て
い
る
。 

 

こ
の
碑
は
元
文
一
年
（
１
７
３
６
）
建
立
と
い
う
か
ら
、
芭
蕉
来
濃
の
貞 
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●
神
山
二
春
の
法
要 

 
 

寸
木
の
子
神
山
二
春
正
孝
が
死
去
し
て
二
七
回
忌
を
、
孫
の
長
四
郎

正
伴
が
明
和
三
年
（
１
７
６
６
）
に
催
し
た
。
そ
の
折
、
寸
木
と
芭
蕉
が

三
ツ
又
を
詠
ん
で
い
た
の
を
思
い
出
し
、
水
に
ち
な
ん
だ
句
を
集
め
て

手
向
け
た
。
こ
の
句
の
中
に
は
当
地
域
の
人
々
も
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
黒
野
史
誌
』
４
３
７
頁  

 
享
五
年
か
ら
四
八
年
を
経
過
し
て
い
る
。
し
か
し
神
山
家
に
と
っ
て
、

芭
蕉
が
家
ま
で
訪
ね
て
き
た
か
否
か
は
、
重
大
問
題
で
あ
る
の
で
、
約
５

０
年
後
の
子
の
覚
書
は
先
ず
誤
り
な
か
ろ
う
と
思
う
。 

  

神
山
家
で
は
三
ツ
又
を
芭
蕉
が
来
遊
し
た
こ
と
を
ず
っ
と
伝
え
て
い
た

の
で
、
二
春
の
孫
正
伴
が
明
和
三
年
（
１
７
６
６
）
、
祖
父
二
春
の
二
七
回

忌
の
法
要
の
手
向
け
詠
草
集
の
始
め
に
も
、 

 
 

「
西
濃
北
濃
の
河
筋
ひ
と
し
く
落
あ
ひ
て
、
南
に
流
る
る
水
の
ち
ま 

 
 

た
三
つ
に
分
か
れ
た
れ
ば
、
三
ツ
ま
た
と
な
む
呼
ぶ
と
こ
ろ
に
、
家 

 
 

居
せ
ら
れ
け
る
神
山
氏
吉
正
、
風
雅
に
志
深
く
し
て
歌
枕
の
旅
客
な 

 
 

ど
あ
ま
た
訪
ね
来
る
中
に
、
貞
享
の
こ
ろ
ほ
ひ
武
蔵
の
国
よ
り
芭
蕉 

 
 

と
い
へ
る
翁
来
り
て
遊
べ
る
事
侍
り
し
」
（
神
山
芳
雄
氏
文
書
） 

と
あ
る
。
明
和
三
年
は
貞
享
五
年
（
１
６
８
８
）
か
ら
七
八
年
経
っ
て
い
る
。 

 

三
ツ
又
の
神
山
長
四
郎
の
家
は
、
代
々
庄
屋
を
勤
め
て
い
て
、
長
四
郎

を
名
乗
り
、
芭
蕉
に
面
談
し
た
長
四
郎
は
諱
（
い
み
な
）
を
吉
正
と
い
い
、

寸
木
と
號
し
た
。
芭
蕉
が
江
戸
深
川
の
三
ツ
又
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
こ

こ
の
三
ツ
又
と
同
名
な
た
め
、
三
ツ
物
に
詠
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

寸
木
の
曽
孫
正
伴
も
、
「
翁
の
住
め
る
東
路
武
蔵
下
総
の
境
な
る
隅
田

川
の
下
つ
流
れ
、
深
川
の
三
ツ
又
と
い
ふ
処
に
そ
あ
り
け
る
。
こ
こ
の
流

れ
、
名
を
同
じ
う
す
る
よ
り
、
思
ひ
寄
り
た
る
な
る
べ
し
」
（
神
山
芳
雄
氏

文
書
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

神
山
長
四
郎
吉
正
（
寸
木
）
は
元
禄
八
年
（
１
６
９
５
）
三
月
に
死
去
し
、

そ
の
子
長
四
郎
正
孝
が
継
い
だ
。
正
孝
は
二
春
と
号
し
、
父
寸
木
を
う
け

つ
い
で
俳
諧
を
趣
味
と
し
た
。
三
ツ
又
に
関
す
る
詩
・
歌
・
句
三
巻
を
集

輯
し
て
家
蔵
に
し
た
。
こ
の
正
孝
は
元
文
五
年
（
１
７
４
０
）
十
一
月
死
去

し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
黒
野
史
誌
』
４
３
５
・
４
３
６
頁 

 

 

神
山
家
は
、
四
代
に
亘
り
長
四
郎
を
名
乗
る
。 

元
禄
五
年
（
１
６
９
２
） 

神
山
長
四
郎
吉
正 

俳
号
寸
木 

宝
永
三
年
（
１
７
０
６
） 

神
山
長
四
郎
正
孝 

俳
号
二
春 

天
明
二
年
（
１
７
８
２
）
～
文
化
十
二
年
（
１
８
１
５
）
神
山
長
四
郎
正
津 

文
化
三
年
（
１
８
０
６
）
～
同
十
五
年
（
１
８
１
８
） 

神
山
長
四
郎
正
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
黒
野
史
誌
』
村
の
庄
屋
の
人
々 

３
０
７
頁 

  

二
春
の
孫
正
伴
以
後
は
、
俳
諧
に
疎
遠
で
あ
っ
た
の
か
、
碑
は
神
山

家
の
氏
寺
で
あ
る
地
蔵
寺
境
内
に
埋
も
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
昭
和
時
代

の
発
見
ま
で
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

●
地
蔵
寺 

 

神
山
家
の
氏
寺
地
蔵
寺
は
、
庄
屋
長
四
郎
が
田
一
町
二
反
を
つ
け
て

尼
僧
を
置
き
祖
先
を
と
む
ら
っ
た
。
安
永
七
年
（
１
７
７
８
）
祖
先
及
び

父
母
の
菩
提
の
た
め
一
宇
を
建
立
。
武
儀
郡
津
保
谷
よ
り
引
堂
し
天
保

八
年
（
１
８
３
７
）
建
て
替
え
た
。
尾
張
中
一
色
円
成
寺
末
で
あ
っ
た
が
、

明
治
三
二
年
（
１
８
９
９
）
知
恩
院
の
末
寺
と
な
り
、
明
治
三
三
年
地
蔵

寺
と
称
し
た
。
尚
、
神
山
家
の
本
寺
は
代
々
折
立
の
超
勝
寺
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

『
教
区
誌
』
浄
土
宗
岐
阜
教
区 

地
蔵
寺
31
頁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

『
黒
野
史
誌
』
地
蔵
寺
１
２
９
７
頁 

 

●
子
孫
の
お
話 

 

今
回
の
調
査
に
て
、
寸
木
の
子
孫
神
山
忠
司
さ
ん
は
、
数
十
年
前
に

父
芳
雄
か
ら
「
芭
蕉
が
泊
ま
っ
た
」
と
聞
い
て
い
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

●
神
山
家
そ
の
後  



 
 

 
寸
木
の
子
正
孝
（二
春
）自
叙
『百
人
一
句
』よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
山
忠
司
氏
蔵 

 

今
回
の
調
査
で
、
新
発
見
の
文
書
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

 

文
書
名
は
表
紙
が
破
損
し
て
外
題
が
解
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
内 

題
の
「
百
人
一
句
」
を
外
題
と
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
書
は
、
連
句
碑
の
裏
に
記
し
て
い
る
元
文
の
初
め
（
１
７
３
６
） 

二
春
自
身
が
多
数
の
俳
人
や
歌
人
か
ら
収
集
し
て
ま
と
め
た
三
ツ
又
の 

句
及
び
詩
歌
の
一
冊
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

開
く
と
「
本
家
も
」
に
次
い
で
絵
図
が
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
絵
図 

に
は
、
三
本
の
川
と
三
ツ
又
の
村
ら
し
き
家
並
み
、
川
で
篝
火
を
焚
い 

て
鵜
で
漁
を
す
る
人
、
鵜
舟
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

初
め
に
寸
木
の
子
二
春
の
自
叙
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

続
い
て
黒
野
は
も
と
よ
り
近
郊
、
濃
州
外
約
１
３
０
名
の
俳
人
ら
の 

作
品
が
１
０
０
頁
に
わ
た
り
２
０
０
点
が
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
半 

が
俳
句
で
漢
詩
も
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
春
が
俳
人
に
呼
び
か
け
収 

集
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

本
書
は
、
元
禄
八
年
（
１
６
９
５
）
寸
木
没
後
～
元
文
元
年
（
１
７
３
６
）

の
間
に
収
集
し
た
作
品
の
よ
う
で
、
四
年
後
の
元
文
五
年
（
１
７
４
０
） 

に
二
春
は
死
去
し
て
い
ま
す
。 

12 

(
三
） 

三
ツ
又
に
関
す
る
詩
・歌
・句
の
収
集
書 

 

『百人一句』事例 
   神山忠司 氏蔵 
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百
人
一
句 

 
 

 
 
 
 
 
 

㊞ 
 
 

 

吾
か
郷
を
三
ま
た
と
号
た
る
ハ
、
三
の
字 

 
 を

た
つ
き
ま
た
と
い
ひ
て
ひ
と
も
し
の 

 

こ
と
な
り
、
み
つ
の
川
乃
水
音
涼
風
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
声
ま
て
も
み
な
和
歌
の
す
か
た
な
ら
す
や 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

夕
に
は
か
す
み
を
あ
わ
れ
ひ
、
旦
に
ハ
露 

 
 
 

 

を
か
な
し
ふ
心
の
み
ふ
か
し
、
独
く
ま 

 
 

に 
  

 

蛍
を
と
も
し
て
、
古
き
句
を
度
々
詠
ス
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
と
さ
う 

 

し
く
、
世
を
思
ひ
居
る 

 

と
こ
ろ
に
こ
こ
か
し
こ
風
雅
の
と
ち 

 
 
 
 
 
 

 

所
の
名
を
題
し
て
施
頭
混
本
の 

 
 

 

さ
ま
、
或
ハ
水
辺
の
模
様
詞
花
言
葉 

 

せ
う
と
、
こ
の
は
し 

 

に
記
し
送
ら
れ 

 
 
 
 
 
 
 

 

け
り
、
ま
た
ハ
梅
に
鳴
く
う
く
い
す
、
月
に
囀 

 
 
 

 
 

ほ
と
と
き
す
、
鹿
の
音
鳩
の
こ
ゑ
迄
も 

 

く
み
、
句
の
数
百
句
に
満
り
。
し
か
る
を 

 

い
ま
是
百
人
一
句
と
名
附
る
に
な
ん
あ
り
け
り
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
に
も
貞
享
の
す
え
父
寸
木
蕉
翁
ニ 

 

対
し
て
饗
応
の
一
句
を
い
ふ
に 

と
こ
ま
て
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

む
さ
し
野
の
月
影
涼
し
、
翁
の
い
わ
く
我
か 

 

古
郷
の
三
俣
も
流
三
す
し
に
分
れ 

 

今
の
爰
に
ひ
と
し
と
い
と
と
な
つ
か
し
く 

 

思
は
れ
け
る
に
や
、
脇
の
さ
ま
か
く
言
れ 

 

け
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
春
自
序 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
  

（
芭
蕉
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
せ
を 

  
 

水
相
似
た
り
三
ま
た
の
夏 

 

（
ア
）
『
百
人
一
句
』 

二
春
自
叙 

解読：國島京子 

『百人一句』二春自序  神山忠司氏蔵 



14 

（
イ
）
三
ツ
又
の
地
名
変
体
仮
名
文
字 

『
百
人
一
句
』
に
記
載
の
「
み
つ
ま
た
」
の
当
て
字
が
俳
人
に 

よ
り
多
彩
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 

記
載
数 

 
 
 

備
考 

 
 

 

み
つ
ま
た 

 

3 
 

 

ミ
つ
ま
た 

 
61 

最
も
多
い 

 

ミ
つ
又 

 
 

2 
 

ミ
つ
満
た 

 

2 
 

ミ
津
ま
た 

 

2 
 

三
俣 

 
 
 

17 

元
禄
郷
帳
記
載
の
村
名 

 

三
つ
ま
た 

 

3 
 

三
つ
又 

 
 

1 
 

三
つ
満
た 

 

1 
 

三
つ
満
多 

 

1 
 

三
ツ
又 

 
 

2 

現
在
の
地
名
（
住
所
は
岐
阜
市
折
立
） 

 

三
ツ
満
た 

 

1 
 

三
ツ
満
多 

 

1 
 

三
ま
た 

 
 

4 
 

三
ま
多 

 
  

3 
 

三
津
ま
た 

 

1 
 

三
津
又 

 
 

1 
  

三
川
ま
た 

 

3 

「
宝
永
２
年
（
一
七
〇
五
）
以
前
以
後
堤
色
分
絵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図
」
天
保
（
１
８
３
０)

～
安
政(

１
８
６
０
）
年
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
記
載
の
村
名  

 

美
つ
ま
た 
 

1 
 

美
つ
ま
多 

 

1 
 

美
ツ
又 

 
 

4 
 

美
津
ま
た 

 

10  
 
 

 
 

 

美
津
ま
多 

 

1 
 

美
津
又 

 
 

2 
 

美
津
満
た 

 

3 
 

美
津
満
多 

 

1 
 

美
川
ま
た 
 

2 
 

見
つ
又 
 
 

1 

以
上
28
種
類 

 （ウ
）俳
人
ら
は
何
所
か
ら
来
た
か 

百
人
一
句 

 

加
納
士
（
加
納
藩
士
） 

9
名 

 

勢
州
山
田 

 
 
 
 
 

4 
 

岐
阜 

 
 
 
 
 
 
 

17 
 

尾
州
名
古
屋 

 
 
 
 

14 
 

京 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
 

笠
松 

 
 
 
 
 
 
 

2 
 

北
野 

 
 
 
 
 
 
 

4 
 

北
方 

 
 
 
 
 
 
 

4 
 

美
江
驛 

 
 
 
 
 
 

5 
 

十
五
条 

 
 
 
 
   

1 
 

三
日
市 

 
 
 
 
 
 

1 
 

信
州
松
本
城
此
之
官
舎 

2 
 

江
州
中
野 

 
 
 
 
 

4 
 

則
松 

 
 
 
 
 
 
 

3 
 

黒
野 

 
 
 
 
 
 
 

11 
 

折
立 

 
 
 
 
 
 
 

4 
 

不
明  

 
 
 
 
 
 

6 

百
人
一
句
追
加 

 

竹
鼻 

 
  

 
 
 
 

 

1 
 

笠
松                

2 
 

長
ら 

 
 
 
 
 
 
 

6 
 

ぎ
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

尾
州
名
古
屋
・
な
ご
や  

12 
 

早
□ 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

黒
野 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

則
松                

2 
 

関 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 
  

下
西
江 

 
 
 
 
 
 

1 
 

勢
州
山
田 

 
 
 
 

  

1 
  

長
良 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

漢
詩 

 

武
州
久
山 

 
 
 
 
 

1 
 

西
山
草
堂 

 
 
 
 
 

1 
 

岩
滝 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

濃
陽
梅
原 

 
 
 
 
 

1 
 

黃
山
下 

 
 
 
 
 
 

3 
 

祥
山
下 

 
 
 
 
 
 

1 
 

 

尾
州 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

 

濃
陽
跡
部 

 
 
 
 
 

1 
 

江
戸 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

奥
州 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

加
州 

 
 
 
 
 
 
 

1 
 

豊
後
三
顧
軒 

 
 
 
 

1 
  

黒
野 

 
 
 
 
 
 
 

1 
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（四
） 
『百
人
一
句
』に
六
連
句
の
写 

印 
 

と
こ
ま
て
も
武
蔵
野
の
月
影
涼
し 

 
 
 

寸
木 

  

水
あ
ひ
似
た
り
三
ま
た
の
夏 

 
 
 
 

芭
蕉 

 

海
老
く
ひ
に
む
れ
ゐ
る
鳥
の
名
を
と
ひ
て 

荷
号
（
兮
） 

  

ゑ
ほ
し
着
ぬ
日
の
さ
ら
に
楽
也 

 
 
 

越
人 

 

懐
を
明
て
う
け
た
る
山
さ
く
ら 

 
 
 
 

落
梧 

  

て
ふ
狂
ひ
落
つ
欄
干
乃
前 

 
 
 
 
 

秋
芳 

  
 
 

貞
享
五 

 
 
 
 
 

林
鐘
十
七
日 

 
 
 
 
 

 

荷 

兮 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

印
印 

 

右
ハ
一
軸
ニ
有 

荷
兮 

尾
州
客
人 

越
人 

翁
の
附
人 

落
梧 

岐
阜
万
屋 

秋
芳 

翁
ニ
附
人 

   
 

 
 
 

  

こ
の
書
は
、
一
軸
（
巻
物
）
に
有
と
あ
る
が
、
次
頁
の
「
水
月
一 

双
」
に
書
か
れ
て
い
る
「
消
日
の
俳
諧
」
が
軸
の
名
称
の
よ
う
で 

あ
る
。
な
お
現
在
、
「
消
日
の
俳
諧
」
、
軸
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
。 

  

『
百
人
一
句
』
の
最
終
頁
に
、
六
連
句
と
貞
享
五
年
林
鐘
十
七
日
、
こ 

れ
を
記
録
し
た
芭
蕉
の
弟
子
荷
兮
の
サ
イ
ン
。
荷
兮
は
三
句
目
を
詠
ん
で 

い
る
俳
人
。 

 

こ
の
書
は
、
軸
（
巻
物
）
か
ら
の
写
し
の
よ
う
で
あ
る
が
、
最
も
原
文 

に
近
い
史
料
で
あ
る
。
二
句
目
以
降
は
ひ
ら
が
な
文
字
も
多
く
、
後
の
碑 

文
や
写
し
に
見
ら
れ
る
漢
字
変
換
文
と
違
っ
て
新
鮮
さ
を
感
じ
る
。 

荷
兮
が
連
句
を
記
録 

 
 

 
 

 
 

寸
木
の
子
正
孝
（二
春
）自
叙
『百
人
一
句
』よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
山
忠
司
氏
蔵 六連句の写し 『百人一句』より 

    神山忠司氏蔵 
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寛
政
六
年
（
１
７
９
４
）
の
書
「
水
月
一
雙
」
に
よ
れ
ば
、
桂
花
楼
主
人
看
古
が
三
俣
の
里
に
寸
木
の
後
裔
を
訪
ね
た
ら
、
芭
蕉
ら
が
そ
こ 

に
来
合
わ
せ
た
折
の
「
消
日
の
俳
諧
」
（
面
六
句
、
荷
兮
筆
）
が
あ
っ
た
の
で
写
し
た
。
と
出
所
が
書
か
れ
て
い
る
。 

（五
） 

『校
本 

芭
蕉
全
集
』第
四
巻 

連
句
編
（中
）よ
り 
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「新
編 

芭
蕉
大
成
」  

連
句
編
２
１
９
頁 

三
省
堂 

 

（六
） 
『新
編 

芭
蕉
大
成
』連
句
編
よ
り 

 

「
こ
こ
に
此
翁
の
荷
兮
・
超
人
等
を
具
せ
ら
れ
た
る
消
日
の
俳 

諧
有
（
「
面
六
句
也
。
貞
享
五
年
林
鐘
十
七
日
、
荷
兮
筆
）
わ 

れ
う
つ
し
持
ぬ
」
と
し
て
提
出
。
と
出
所
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

荷
兮 

山
本
荷
兮(

か
け
い
）
慶
安
元
年(

１
６
４
８)

～
享
保
元
年 
 
 
 

(

１
７
１
６)

没
六
九
歳
。 

 
 
 

江
戸
前
・
中
期
の
俳
人
・
医
師
。
名
古
屋
の
人
。 

 
 
 

名
は
周
知
。
芭
蕉
門
下
で
俳
諧
七
部
集
の
う
ち
三
部
集
を 

 
 
 

編
む
。
の
ち
蕉
風
を
離
れ
、
晩
年
は
恋
歌
に
転
じ
た
。 

 
 
 
 

 

越
人 

 

越
智
越
人
（
お
ち
え
つ
じ
ん
）
明
暦
二
年(

１
６
５
６)

～
享
保 

 
 
 

二
十
一
年(

１
７
３
６)

没
八
一
歳
。 

 
 
 
 

 
 
 

号
に
負
山
子
・
槿
花
翁
。
名
古
屋
に
出
て
岡
田
野
水
の
世 

 
 
 

話
で
紺
屋
を
営
み
、
坪
井
杜
国
・
山
本
荷
兮
と
交
わ
る
。 

 
 
 

松
尾
芭
蕉
の
「
更
科
紀
行
」
の
旅
に
同
行
。
各
務
支
考
と 

 
 
 

論
争
し
た
。
蕉
門
十
哲
の
一
人
。  

  

落
梧 

安
川
落
梧
（
ら
く
ご
）
承
応
元
年(

１
６
５
２)

～
元
禄
四
年 

 
 
 
 
(

１
６
９
１)

五
月
没
四
十
歳
。 

 
 
 

江
戸
時
代
前
期
の
俳
人
。
美
濃
岐
阜
本
町
の
呉
服
商
。 

      

貞
享
五
年
岐
阜
に
師
松
尾
芭
蕉
を
ま
ね
き
、
滞
在
中
の
世 

      

話
を
し
た
。 

 
 
 

能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
「
瓜
畠
集
」(

各
務
支
考 

 
 
 

「
笈
日
記
」
に
採
録)

編
集
の
途
中
死
去
。 

 
 
 

通
称
は
万
屋
助
右
衛
門
。  

  

秋
芳 
己
百(
き
は
く)

、
秋
芳
軒
、
宜
白
と
も
称
し
た
。 

 
 
 

元
禄
十
一
年(

１
６
９
８)

十
一
月
一
日
没
五
五
歳
。 

 
 
 

後
の
日
蓮
宗
三
光
山
妙
照
寺
第
七
世
日
賢
上
人
。 

 
 
 

芭
蕉
と
同
年
生
ま
れ
。 

 
 
 
 
 

（七
） 

芭
蕉
・寸
木
の
他
に
連
句
を
詠
ん
だ
俳
人 
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      「水月一双序」の写し 寛政６年９月 士朗編   
早稲田大学図書館 古典籍総合データベース『俳諧雑録』より 

解読：國島京子 

（八
） 

「水
月
一
双
」に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
？ 

 

面
六
句
也 

貞
享
五
林
鐘 

 

「
水
月
一
双
」
は
『
国
書
総
目 

録 

第
五
巻
』
昭
和
四
二
年
発
行
に 

写
が
愛
知
学
芸
、
版
が
天
理
綿
屋
。 

 

ま
た
『
俳
諧
雑
録
』
水
月
一
双 

序
士
朗
編
（
書
写
年
不
明
・
中
村 

俊
定
文
庫
）
が
早
稲
田
大
学
図
書 

館
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

寛
政
六
年
（
１
７
９
４
）
は
、
芭 

蕉
と
連
句
を
詠
ん
で
か
ら
１
０
６ 

年
後
で
あ
る
。 

 

桂
花
楼
主
人
が
公
用
の
つ
い
で 

に
三
股
の
里
を
訪
ね
、
芭
蕉
の
旅 

の
宿
と
な
っ
た
寸
木
の
末
裔
の
家 

に
芭
蕉
、
荷
兮
、
越
人
ら
の
名
が 

見
ら
れ
る
「
消
日
の
俳
諧
」
面
六 

句
が
あ
る
の
を
写
し
て
持
ち
帰
っ 

た
。
そ
れ
に
続
け
て
士
朗
ら
が
連 

句
を
詠
ん
だ
。 

 

 
 

水
月
一
双
序 

 

秋
の
夕
を
し
ま
ん
と
桂
花
桜
上
に 

心
を
遣
る
蓬
か
島
ハ
木
立
く
ら
く 

井
戸
田
の
里
ハ
妙
音
院
の
名
残 

を
と
ゝ
め
て
も
の
ゝ
い
ろ
あ
ハ
れ
深
し 

横
田
川
の
水
の
面
に
雰
の
這
ひ
あ
り
く 

さ
ま
こ
と
に
さ
ら
に
お
も
ひ
を
も
ふ
く 

主
人
の
曰
さ
き
に
官
の
事
に
よ
り
て
美 

濃
国
に
入
て
三
俣
の
里
神
山
か
家 

を
尋
ぬ
こ
ゝ
そ
む
か
し
芭
蕉
の
翁 

の
旅
の
や
と
り
寸
木
か
す
ゑ
な
り
け
り 

こ
ゝ
に
此
翁
の
荷
兮
越
人
等
を 

具
せ
ら
れ
た
る
消
日
の
俳
諧
あ
り  

つ
れ
う
つ
し
持
ぬ
い
さ
や
今
宵
の
幽 

興
に
其
後
を
つ
か
は
や
と
也
す
い
た
る 

と
ち
の
し
わ
さ
な
れ
ハ
萩
の
花
の
雨
に
ふ
し 

雁
の
声
の
う
ち
し
き
る
や
う
に
か
し
ら
を 

か
た
け
て
其
夜
の
あ
ら
ま
し
か
き
記
し 

た
れ
ハ
水
月
一
双
の
け
し
き
も
か
よ
ひ
ぬ 

 
 
 

（
１
７
９
４
） 

 
 
 

寛
政
六
寅
九
月 

士
朗 

 

と
こ
ま
て
も
武
蔵
野
の
月
影
涼
し 

 
 

寸
木 

水
相
に
た
り
三
ま
た
の
夏 

 
 
 
 
 

芭
蕉 

海
老
喰
に
む
れ
居
る
鳥
の
名
を
問
て 

 

荷
兮 

ゑ
ほ
し
着
ぬ
日
の
さ
ら
に
楽
也 

 
 
 

越
人 

懐
を
明
て
う
け
た
る
山
さ
く
ら 

 
 
 

落
梧 

蝶
狂
ひ
落
欄
干
の
ま
へ 

 
 
 
 
 
 

秋
芳 
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芭
蕉
二
世 

各
務
支
考
「『國
の
花
』よ
り 

 

各
務
支
考
は
、
貞
享
五
年
七
月
に
連
句
が
詠
ま
れ
た
二
年
後
の 

元
禄
三
年
（
１
６
９
０
）
に
近
江
で
芭
蕉
に
入
門
し
て
い
る
。 

元
禄
七
年
（
１
６
９
４
）
、
芭
蕉
の
臨
終
を
看
取
り
、
芭
蕉
三
回
忌 

を
営
み
、
芭
蕉
二
世
と
し
て
美
濃
派
を
お
こ
し
た
道
統
で
蕉
門
十 

哲
の
一
人
で
あ
る
。 

  

宝
永
元
年
（
１
７
０
４
）
に
各
務
支
考
の
発
起
で
『
國
の
花
』
十 

二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
巻
六
「
里
桜
」
は
、
如
冉
（
じ
ょ
ぜ
ん
） 

の
撰
で
あ
る
。
如
冉
は
黒
野
の
人
で
あ
る
。 

  

こ
の
書
に
は
寸
木
と
芭
蕉
、
荷
兮
の
三
句
を
紹
介
し
て
い
る
。 

 

発
句
の
前
に
「
挨
拶
」
と
前
書
き
が
あ
り
、
第
三
ま
で
を
収
め
、 

「
是
は
三
俣
の
何
が
し
、
芭
蕉
翁
を
岐
阜
の
旅
店
に
た
づ
ね
て
此 

句
申
さ
れ
た
る
に
深
川
の
古
郷
を
思
ひ
出
給
ふ
な
る
べ
し
」
と
付 

記
し
て
い
る
。 

 

こ
の
書
は
、
寸
木
・
芭
蕉
ら
が
連
句
を
詠
ん
で
か
ら
、
十
六
年 

後
の
刊
行
で
あ
り
、
年
代
が
最
も
近
い
史
料
で
あ
る
。 

 
 

 

前
頁
紹
介
の
『
芭
蕉
全
集
』
や
『
芭
蕉
大
成
』
に
も
、
『
國
の 

花
』
を
引
用
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
『
國
の
花
』
に
は
、
連
句
碑
を
建
て
た
寸
木
の
子
二
春 

の
四
句
も
採
録
（
後
頁
紹
介
）
さ
れ
て
い
る
。
寸
木
の
子
二
春
は 

如
冉
を
中
心
と
す
る
黒
野
連
衆
七
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。 

 

（九
） 

岐
阜
の
旅
店
で
句
を
申
さ
れ
た
る 

『國の花』（表紙） 
 岐阜県図書館蔵 

          『國の花』（部分） 
   『蕉門俳諧集二 古典俳文学大系７』  ４８８頁 



20 

(

十
）
岐
阜
の
旅
宿
の
詠 

「
こ
の
連
句
は
岐
阜
の
旅
宿
の
詠
で
あ
る
」
（
國
島
十
雨
談
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

『
黒
野
史
誌
』
４
３
４
頁 

○ 

旅
宿
と
は 

 

各
務
支
考
『
國
の
華
』
に
は
岐
阜
の
旅
店
と
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
旅
店
と
は
ど
こ
で
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
辞
書
で
は
旅
宿
と
同

意
語
で
す
。 

 

貞
享
五
年
六
月
八
日
に
芭
蕉
は
第
二
回
の
来
訪
で
、
名
古
屋
へ

移
る
七
月
二
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
は
岐
阜
の
妙
照
寺
に
滞
在
し
て

い
ま
し
た
。 

 

連
句
を
詠
ん
だ
六
月
十
七
日
は
、
こ
の
期
間
内
で
あ
る
の
で
寸

木
は
妙
照
寺
に
芭
蕉
を
訪
ね
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

國
島
十
雨
は
、
妙
照
寺
で
連
句
が
詠
わ
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

     妙照寺庫裏「芭蕉の間」 
妙照寺パンフレット 『當山の概略』より  
12畳の座敷は当時のまま保存されている 

三光山妙照寺  岐阜市梶川町14番地  

 

今
回
の
調
査
で
、
獅
子
門
第
三
九
世
國
島
十
雨
自
筆
ノ
ー
ト
『
三

俣
芭
蕉
翁
遊
句
碑
に
つ
い
て
』
の
コ
ピ
ー
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
紹
介
。
（
國
島
京
子
氏
解
読
） 

  

こ
の
中
で
、
ど
こ
ま
で
も
表
六
句
（
連
句
）
に
つ
い
て
、 
 

表
六
句
で
終
わ
る
も
の
で
は
本
当
で
な
く
て
、
連
句
は
む
か
し
は 

百
韻
と
云
っ
て
、
ず
っ
と
百
句
詠
み
続
け
る
も
の
。
又
、
五
十
韻
と

い
い
五
十
句
続
け
る
も
の
、
歌
仙
と
言
っ
て
三
十
六
句
続
け
る
形
式

の
も
の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
表
六
句
の
型
の
も
の

は
歌
仙
式
、
二
十
八
宿
、
箙
、
半
歌
仙
、
歌
仙
首
座
、
六
句
表
の
六

色
し
か
な
い
。 

 

だ
か
ら
表
六
句
で
終
っ
て
い
る
〈
六
句
表
〉
の
型
の
連
句
で
あ
る
。 

三
又
の
地
蔵
寺
の
連
句
は
二
句
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
発
句
（
ホ 

ッ
句
）
、
脇
句
（
ワ
キ
句
）
だ
け
が
記
さ
れ
た
碑
で
あ
る
。
こ
の
よ 

う
な
発
句
、
脇
だ
け
の
碑
は
處
ど
こ
ろ
に
あ
る
が
、
三
ツ
又
の
場
合 

に
は
、
３
の
「
海
老
喰
ひ
に
む
れ
た
る
鳥
の
名
を
問
い
て
」
荷
兮
以

下
、
越
人
、
落
梧
、
秋
芳
の
四
人
の
句
、
付
け
句
が
消
略
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
承
知
さ
れ
た
い
。 

 

そ
し
て
「
連
句
に
は
ル
ー
ル
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
、
野
球
、
ゲ
ー
ト 

ボ
ー
ル
な
ど
に
も
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
文
学
で
あ
る
連
句
に
も
式
目 

の
名
で
ル
ー
ル
が
あ
る
。
決
っ
た
手
法
が
あ
る
か
ら
面
白
い
の
で
あ 

る
。 

 

さ
て
芭
蕉
と
い
う
俳
諧
の
大
家
の
作
品
が
三
ツ
又
の
里
に
存
在
す 

る
こ
と
は
文
化
的
に
見
て
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
。 

 
私
は
こ
の
よ
う
な
句
を
残
し
て
下
さ
っ
た
神
山
寸
木
と
言
う
大
先

輩
が
あ
る
事
を
誇
り
と
す
る
と
共
に
、
こ
の
地
の
人
々
も
誇
り
と
し 

て
貰
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
皆
さ
ん
が
一
番
興
味
を
持 

(

十
一
）
連
句
は
客
発
句
、
脇
亭
主
の
規
則 
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た
れ
る
こ
と
は
、
芭
蕉
さ
ん
が
黒
野
の
三
又
の
里
に
来
た
か
ど
う
か 

と
云
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
は
芭
蕉
を
祖
と
し
各
務
支
考
を
始 

祖
と
す
美
濃
派
獅
子
門
と
し
て
も
一
つ
の
歴
史
に
関
す
る
こ
と
で
あ 

る
。
し
か
も
第
三
九
世
と
続
い
て
い
る
俳
人
國
島
十
雨
と
し
て
も
重 

要
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
歴
史
は
正
し
い
史
実
の
裏
付
け
が
な
け
れ 

ば
歴
史
と
は
言
え
な
い
。
江
戸
時
代
に
沢
山
の
家
系
図
が
家
々
に
作 

ら
れ
て
残
っ
て
い
る
様
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

〈
水
月
一
隻
〉
の
連
句
は
な
か
な
か
味
の
あ
る
作
品
で
あ
り
三
又 

の
碑
の
か
げ
に
隠
れ
て
知
ら
れ
な
い
事
は
惜
し
い
事
で
あ
る
と
思
う
。 

  

連
句
は
今
日
で
も
、
客
発
句
、
脇
亭
主
の
ル
ー
ル
は
守
ら
れ
て
い 

る
。
だ
か
ら
寸
木
が
岐
阜
の
芭
蕉
の
旅
舎
を
訪
れ
て
挨
拶
の
発
句
を 

詠
み
、
芭
蕉
の
翁
が
亭
主
と
し
て
、
水
相
に
た
り
三
ま
た
の
里
、
と 

脇
句
を
詠
ん
で
い
る
事
実
は
俳
諧
の
規
則
、
ル
ー
ル
の
通
り
で
あ
り
、 

三
ツ
又
来
訪
の
芭
蕉
を
迎
え
た
な
ら
ば
神
山
寸
木
は
亭
主
と
し
て
芭 

蕉
の
発
句
に
脇
句
歓
迎
の
意
の
付
け
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け 

で
あ
る
。 

   

碑
の
句
を
解
釈
す
る
な
れ
ば
、
芭
蕉
さ
ん
を
尊
敬
す
る
寸
木
は
芭 

蕉
さ
ん
の
前
に
手
を
つ
い
て
、
武
蔵
野
か
ら
は
る
ば
る
旅
を
な
さ
っ 

て
い
る
翁
の
俳
諧
は
、
月
の
如
く
あ
ま
ね
く
照
り
輝
い
て
い
ま
す
。 

田
舎
の
私
な
ど
も
そ
の
月
影
を
し
た
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

月
と
言
う
と
俳
諧
で
は
秋
の
季
節
の
も
の
で
す
の
で
月
涼
し
と
夏
の 

六
月
の
月
に
預
け
て
涼
し
と
詠
ん
で
挨
拶
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
芭
蕉 

は
三
ツ
又
の
川
の
話
を
聞
き
丁
度
、
私
の
庵
の
あ
る
深
川
の
通
り
で 

す
ね
。
隅
田
川
に
流
れ
込
む
小
名
木
川
の
合
流
す
る
処
に
住
ん
で
ま 

す
が
よ
く
似
た
お
住
居
で
し
ょ
う
。
と
応
じ
て
付
け
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
島
十
雨
メ
モ
『
三
俣
芭
蕉
翁
遊
句
碑
に
つ
い
て
』 

四
、
碑
の
発
見
経
緯 

 

●
昭
和
三
四
年
九
月
伊
勢
湾
台
風
の
折
り
、
婦
人
会
員
は
、
三 

ツ
又
の
中
央
に
昔
か
ら
あ
る
寺
蔵
堂
の
境
内
に
倒
れ
た
木
の
整
理 

に
出
た
。
境
内
の
裏
手
に
は
、
昔
の
墓
地
ら
し
い
一
画
が
あ
っ
て
、 

丸
い
石
、
円
筒
形
の
石
、
三
角
形
の
屋
根
の
形
を
し
た
石
な
ど
が 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
二
つ
の
円
筒
形
の
石 

に
句
が
幾
つ
か
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
っ
と
な
で
て
み
た
。
一 

番
下
に
芭
蕉
と
刻
ん
で
あ
る
。
後
日
そ
の
こ
と
を
心
あ
る
方
々
に 

話
し
、
数
年
後
皆
さ
ん
の
手
で
句
碑
が
立
て
ら
れ
、
三
ツ
又
に
そ 

の
存
在
を
知
れ
る
様
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
こ
の
時
代
の
忘
れ
ら
れ 

な
い
出
来
事
の
一
つ
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

『
く
ろ
の
の
女
』
１
９
０
頁
（
心
の
ふ
れ
あ
い
を
も
と
め
て
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
ツ
又
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ 

  

●
も
と
も
と
は
地
蔵
寺
の
墓
地
の
中
に
存
在
し
て
い
た
の
を
、 

村
の
方
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
神
山
直
一
翁
夫
人
の
言
葉 

も
あ
り
、
誰
が
そ
の
発
見
者
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、 

獅
子
門
に
そ
の
話
を
持
込
ん
で
来
た
の
は
映
月
氏
で
あ
る
。 

 

昭
和
三
六
年
か
三
七
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
記
し
た
通
の 

墓
地
の
中
に
在
っ
て
、
今
日
の
様
に
岩
組
の
台
地
な
ど
は
勿
論
な 

か
っ
た
。
こ
の
台
地
は
獅
子
門
と
岐
阜
市
と
の
交
渉
に
よ
り
成
る 

台
地
で
、
時
の
市
長
が
こ
の
寺
の
近
く
の
柿
ヶ
瀬 - 

松
尾
五
策 

氏
だ
っ
た
か
ら
、
交
渉
が
纏
ま
り
台
地
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で 

あ
る
こ
と
を
、
記
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
獅
子
門
の
宗
匠 

で
あ
る
十
雨
が
確
認
の
為
め
そ
の
事
実
を
証
す
こ
と
と
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
島
十
雨
ノ
ー
ト
『
三
俣
芭
蕉
翁
遊
句
碑
に
つ
い
て
』 

  

●
連
句
碑
は
そ
の
後
忘
却
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代
以 

哉
派
の
神
山
映
月
が
発
見
、
昭
和
三
九
年
四
月
武
藤
景
行
が
確
認
、 

周
知
に
努
め
、
台
座
建
立
に
至
っ
た
。 
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当
時
、
句
碑
は
建
っ
て
い
た
。
但
し
台
座
は
無
か
っ
た
。
『
俳
日

記
』
昭
和
四
十
年
（
１
９
６
５
）
一
月
十
七
日
の
條
に
、
景
行
は
各

務
虎
雄
が
連
句
碑
台
座
の
責
任
者
と
し
て
快
諾
さ
れ
た
と
あ
り
、
二

月
十
日
松
尾
市
長
か
ら
台
座
建
立
の
た
め
十
万
円
補
助
を
承
諾
さ
れ
、

五
月
五
日
台
座
竣
工
式
が
催
さ
れ
た
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

『
黒
野
史
誌
』
４
３
８
頁 

 
 

  

●
國
島
十
雨
ノ
ー
ト
に
「
神
山
直
一
翁
夫
人
の
言
葉
も
あ
り
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
直
一
婦

人
の
千
穂
さ
ん
が
地
蔵
寺
境
内
を
片
付
け
て
い
た
と
き
発
見
し
た
の

が
最
初
で
あ
る
と
、
直
一
実
家
の
与
志
子
さ
ん
（
八
九
歳
）
が
語
っ

た
。
千
穂
さ
ん
の
子
三
人
も
母
か
ら
そ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
た
と
い

う
。
発
見
場
所
は
、
現
在
の
碑
が
立
つ
北
西
あ
た
り
と
い
う
。
墓
の

中
か
ら
見
つ
け
た
の
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
お
そ
ら
く
発
見
後
に
、

俳
句
を
嗜
む
神
山
耕
一
氏
（
俳
号
映
月
）
に
知
ら
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
山
順
子
・
筆
者
聞
き
取
り
調
査 

五
、
芭
蕉
の
旅
宿
・
三
光
山
妙
照
寺
を
訪
ね
て 

 

 

金
華
山
の
麓
、
日
蓮
宗
三
光
山
妙
照
寺
を
訪
ね
、
寸
木
が
訪
れ
た
痕
跡

を
探
し
に
研
究
会
員
の
皆
さ
ん
な
ど
と
訪
問
し
ま
し
た
。
住
職
の
お
庫
裏

さ
ん
京
子
氏
は
、
黒
野
の
郷
和
彦
氏
と
従
妹
関
係
で
も
あ
り
、
第
三
十
世

堀
智
仙
住
職
か
ら
寺
歴
や
芭
蕉
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

 
 
 

 

寺
院
敷
地
の
以
前
は
、
竹
中
半
兵
衛
の
屋
敷
跡
と
伝
え
る
。
慶
長
五
年

（
１
６
０
０
）
に
岐
阜
中
納
言
織
田
秀
信
よ
り
現
在
地
を
寄
進
さ
れ
今
泉
村

か
ら
移
転
し
て
い
る
。 

 

芭
蕉
が
こ
の
寺
を
訪
れ
た
の
は
、
貞
享
五
年
（
１
６
８
８
）
六
月
八
日
で

あ
る
。
（
九
月
に
元
禄
と
改
元
） 

 

後
に
當
山
の
住
職
と
な
っ
た
日
賢
上
人
は
、
号
を
「
己
百
」
と
い
い
、

「
秋
芳
軒
」
「
宜
白
」
と
も
称
し
た
。
芭
蕉
と
は
同
年
齢
で
俳
諧
を
通
じ

て
親
交
が
深
く
、
そ
の
縁
で
一
ヶ
月
間
滞
在
し
た
と
云
う
。
そ
の
間
、
当

地
の
有
力
者
や
俳
諧
・
風
流
人
に
招
か
れ
て
数
多
く
の
名
句
を
残
し
て
い

る
。
「
や
ど
り
せ
む 

あ
か
ざ
の
杖
に 

な
る
日
ま
で
」
の
句
は
、
妙
照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「芭蕉の間」 平成29年4月27日筆者撮影 

寺
に
到
着
の
時
に
詠
ん
だ
挨
拶
の

句
と
伝
え
る
。 

 

芭
蕉
が
到
着
し
て
九
日
後
の
六

月
十
七
日
に
寸
木
ら
と
の
連
句
を

三
ツ
又
あ
る
い
は
旅
宿
（
妙
照

寺
）
で
詠
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
記
録
は
な
い
。 

 

私
た
ち
は
、
今
か
ら
約
三
三
〇

年
前
に
芭
蕉
に
面
会
し
た
人
々
や

寸
木
が
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
芭

蕉
の
間
」
に
て
、
全
国
で
も
数
少

な
い
芭
蕉
自
筆
本
「
奥
の
細
道
」

複
製
の
拝
見
や
、
あ
か
ざ
の
杖
を

手
に
取
り
往
時
を
偲
ん
だ
。 

 

 

○
神
山
家
に
と
っ
て
、
先
祖
が
建
立
し
た
寸
木
・
芭
蕉
句
碑
は
、 

も
と
も
と
神
山
家
屋
敷
内
あ
る
い
は
地
蔵
寺
内
に
立
て
ら
れ
た
と 

思
わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
末
頃
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
た 

よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

 

碑
の
発
見
を
機
に
、
現
代
の
世
間
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 碑の傍に安永2年 
（1773）神山長四郎 
  正伴建立の灯籠 



六
、
寸
木
は
芭
蕉
と
連
句
の
21
年
前
に
俳
人 

 
  

寸
木
の
句
は
、
芭
蕉
と
の
連
句
以
外
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
史
料 

(

刊
本
）
に
掲
載
の
二
句
が
調
査
で
判
明
し
た
。 

 

○ 

今
栄
蔵
編
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
（
中
央
大
学
発
行
）
の
寛
文 

七
年
（
１
６
６
７
）
九
月
刊
『
玉
海
集
追
加
』
に
濃
州
折
立
神
山
吉
正 

の
名
が
あ
り
。 

 

こ
の
年
代
は
、
芭
蕉
と
連
句
を
詠
ん
だ
貞
享
五
年
（
１
６
８
８
）
か 

ら
二
十
一
年
も
前
に
な
り
、
吉
正
（
寸
木
）
は
長
き
に
わ
た
り
俳
人 

で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

水
性
の
雪
や
正
二
か
た
く
り
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

吉
正 

○ 

安
原
貞
室
編
『
玉
海
集
追
加
』 

寛
文
七
年
刊 
春
之
部 

春
雪
に 

収
録(

写
し
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

○
『
蕉
門
俳
諧
集
二 

古
典
俳
文
学
大
系
７
』
「
後
の
旅
」
に
寸
木
の 

一
句
あ
り
。 

 

「
後
の
旅
」
は
、
芭
蕉
百
ヶ
日
追
善
の
た
め
編
ん
だ
集
。
元
禄
八
年 

（
１
６
９
５
）
刊
。
「
百
ケ
日
悼
句
の
数
に
入
ば
や
と
の
」
に
収
録
。 

濃
州
折
立
神
山 

 

○ 

各
務
支
考
『
國
の
華
』
に
寸
木
の
子
二
春
の
四
句
が
収
載
。 

 
 

『
蕉
門
俳
諧
集
二 

古
典
俳
文
学
大
系
７
』
、
『
黒
野
史
誌
』 

七
、
二
春
の
俳
句 

○ 

二
春
自
序
『 

百
人
一
句
』
自
筆
の
四
句
を
紹
介
。 

 

民
の
竃
は
早
麦
の
な
か 

 
 
 
 
 

  

二
春 

 

か
ま
ど 

わ
せ 

 
 
 

土
筆
を
袖
に
ど
ん
と
一
は
い 

 
 
 

  

二
春 

 
 

つ
く
し 

客
休
む
間
に
蓮
の
根
を
掘
ル  

 
 
  

二
春 

 
 

 
 
 
  

  

咲
花
に
古
人
の
風
雅
残
り
け
り 

 

23 



24 

八
、
三
ツ
又
関
連
資
料
紹
介 

‖立 
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「三ツ又は折立村の支郷・芭蕉が訪れた」 

『岐阜県の地名』 日本歴史地名大系21 平凡社 昭和64年（1989)発行 

黒
野
白
寿
会
連
合
会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』 

平
成
二
十
二
年
発
行
よ
り 
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(

二) 

三
ツ
又
の
風
情
絵 

三ツ又の風情画   （18世紀前半に描かれたと推定） 
三ツ又に関する句集『百人一句』より 

神山忠司蔵 
平成29年７月10日に神山忠司氏宅を訪問の節、古文書に描かれてい
た絵図を発見。川筋と鵜舟の風景には驚きました。 

 

絵図の解説（筆者） 
・絵図上方が南方、右が西方。六軒ほどの藁葺き集落が三ツ又村である。 
・鵜を操り篝火を焚いて漁をしている漁師と小舟が描かれ、長閑な情景が浮かぶ。 
・描かれた時期は、二春の父寸木没後の元禄８年（1695）～元文５年(1740)二春没 
 の間と推定する。 
・絵図解析の結果、中央の川が伊自良川（現在の新堀川・旦川）、西側の川は板 
 谷川（板屋川）、東側の川は長良川分流の一つ古々川、左側に川に挟まれた地 
 は西正木村内である。 
・集落の傍が三股地形であるので三ツ又と云う地名が生まれたと考えられる。ま 
 たは古々川の広域も含めて三川を三ツ又と云っていたことも考えられます。 
・伊自良川と古々川の合流カ所は、現在の古川橋の北側付近と推定する。 
・当時の板谷川は三ツ又の南を東へ流れていた。その根拠は、次頁の絵図を参照。 

九
、
三
ツ
又
の
地
理
今
昔 

(
一) 

川
筋
の
変
化 

 
江
戸
時
代
の
三
ツ
又
周
辺
河
川
は
、
現
在
の
河
筋
と
は
大
き
く
違
い
、
板
谷
川
（
板
屋
川
）
が 

三
ツ
又
と
柿
ヶ
瀬
の
間
を
流
れ
伊
自
良
川
に
合
流
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
伊
自
良
か
ら
は
長
良
川 

の
分
流
古
々
川
に
合
流
し
て
い
ま
し
た
。 

南 

西 東 

北 
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『伊自良･鳥羽･板谷川通 堤御願墨引絵図』（部分）  赤色線は新堤願いの堤防 
 岐阜市史 史料編近世二 付図６   寛政８年（1796)頃（貞享５年から約98年後）   

古々川 鷺山 板谷川 伊自良川  鳥羽川 

以前の板谷川は三ツ又で伊自良川に入る  

三ツ又 

井川 
（今の長良川） 

古川 

折立 

正木 

『伊自良・鳥羽・板屋川通 堤御願墨引絵図』     
岐阜市史 資料編近世二 付図６ 寛政8年（1796)             

（
三
）板
谷
川
は
三
ツ
又
村
の
南
へ
流
れ
て
い
た
１ 



28 

 

尾
州
領 

  

（ 

み
つ
） 

 

三
川
ま
た
村 

 

『宝永二年（1705）以前以後堤色分絵図』（部分）    天保（1830 ）～安政（1860） 
        岐阜県図書館蔵（写し）・原図は岐阜県歴史資料館蔵         

上図中央部拡大図 

加納領 
柿ヶ瀬村 

加納領 
西正木村 

加納領 
南正木村 

加納領 
木田村 

尾州領 
折立村 

加納領 
黒野村 

旦川 
（現在の新堀川） 

板谷川 

長良古川（古々川） 
（現在の伊自良川） 

尾州領 
三川また村 

同
川
替
新
川
〔寛
政
元
年
（１
７
８
９
）
川
替
え
〕 

同
古
川 

北 

南 

・↑上図は前ページの「三ツ又の絵図」とほぼ一致する。 
・以前は三ツ又の南に板谷川が流れ旦川（伊自良川）に合流していた。 
・堤は色区分け表示から宝永２年以後に川替で出来た川と堤。  

北 

右図の枠内拡大（上下逆） 

（
四
）板
谷
川
は
三
ツ
又
村
の
南
へ
流
れ
て
い
た
２ 
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『黒野史誌』水災対策 交人輪中 八十間の堤防  839頁 

  (交人輪中概念図 国島原図とは、国島秀雄氏作成） 
 

（五
）板
谷
川
は
三
ツ
又
村
の
南
へ
流
れ
て
い
た
３ 

●
木
田
村
の
記
録 

  

寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
の
御
普
請
時
に
板
屋
川
の
川
替
掘
割
が
行
わ
れ
、
木
田
村
本
村
の
南
を
流
れ
る
川
に
つ
な
い
で
、
板
屋
川
の
水
が 

直
接
長
良
古
川
へ
流
れ
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
（
美
濃
国
方
県
郡
木
田
村 

山
田
家
文
書
目
録
６
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
田
公
民
館
講
座
「
ふ
る
さ
と
木
田
の
歴
史
と
文
化
」
後
藤
信
義
氏
講
演
資
料
よ
り 
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 長良川は、天文４年(1535）以前は❶、天文４年(1535）の大洪水で❷が出来る。 
慶長16年（1611）の大洪水で❸が出来る。黒野城主加藤貞泰が築いた「尉殿堤」
（じょうどのつつみ）は、慶長15年(1610）米子ヘ国替えの翌年に大洪水で古々川が貫
通する。昭和14年（1939）の古川、古々川の締切完了までは三川が流れていた。 

『明治24年測量・明治43年発行 大日本帝国陸地測量部 岐阜２万分の１地形図』 
                 （河川・尉殿堤を推定色塗り  筆者加筆） 

❸古々川 

❶古川 

❷井川（現長良川） 

板屋川 

伊自良川 

鳥羽川 

（六
）明
治
時
代
の
河
川 

上記図の三ツ又周辺拡大地図 

板谷川 

三又 旧板谷川（推定） 伊自良川 

西正木 

古々川 

柿ヶ瀬 

南正木 

旦川 

18世紀初旬頃の旦川（伊自良川）･古々川の右岸（筆者推定） 

 

芭
蕉
が
三
ツ
又
の
俳
句
を
詠
む
約
七
八
年
前
の
慶
長 

十
五
年
（
１
６
１
０
）
に
は
、
度
重
な
る
洪
水
で
正
木
坊 

が
流
出
し
、
こ
の
年
に
黒
野
ヘ
移
転
し
て
い
る
。 

正木御坊跡(推定) 
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稲
葉
山
（
金
華
山
）
の
麓
、
芭
蕉
の
旅
宿
妙
照
寺
か
ら
三
ツ
又 

神
山
寸
木
屋
敷
ま
で
の
直
線
距
離
は
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
寸
木 

や
芭
蕉
ら
が
妙
照
寺
と
三
ツ
又
を
往
復
す
る
ル
ー
ト
は
、
陸
路
で 

は
長
良
川
を
渡
り
福
光
村→

鷺
山→

繰
船→

三
ツ
又
へ
。 

 

又
は
井
川
を
渡
り
早
田
村→

古
川
を
渡
り→

則
武
村→

古
々
川 

を
渡
り→

三
ツ
又
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
六
月
の
季
節
、
舟
で
移
動
す
れ
ば
十
八
楼
辺
り
か
ら
古
川
又
は 

古
々
川
を
下
り
三
ツ
又
へ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

芭
蕉
が
訪
れ
た
と
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
に
各
地
か
ら
多
数
の
俳 

人
が
神
山
家
や
三
ツ
又
に
来
遊
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

       旧板谷川の面影が残る 
新堀川への排水口  三ツ又・木田の境界 
    平成29年9月１3日筆者撮影   

       旧板谷川の面影が残る 
   柿ヶ瀬側は高く三ツ又側は低地 

正木西 

（七
） 
現
在
の
地
形 

現在の三ツ又周辺  『Coogle Earth 衛星写真』上に筆者加筆） 

伊自良川・繰舟橋 新堀川（旧伊自良川） 板屋川 

マーサ 北柿ヶ瀬 

三ツ又 地蔵寺跡 

正木 古川橋 柿ヶ瀬橋 板屋大橋 則武 正木南 

旧板谷川（赤線） 

折立と木田の境界線（青線） 

鳥羽川 

破線（黄色）は明治24年の河川 

正木 

木田と則武の境界線 

県道長良糸貫線工事中 

則武と正木西の境界線 

正木御坊跡（推定） 

（八
） 

妙
照
寺
～
三
ツ
又
へ
の
ル
ー
ト
考
察 
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十、 
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☆ 「岐阜市の文化」 松尾芭蕉の句碑をめぐる  52頁 岐阜市 

１１．書籍などに紹介されている連句碑 

☆ パンフレット 「芭蕉と支考 関連句碑マップ」  
   岐阜市歴史博物館 平成13年2月作成 

☆ 書籍「石に刻まれた芭蕉」  
    全国の芭蕉句碑3230基 弘中 孝 著  

    2004年（平成16年）発行 

松尾芭蕉 
 
黒野三ツ又 地蔵寺 

岐阜市北部・黒野三ツ
又の地蔵寺にある句碑。 

句は、ここに在住する
神山寸木らとの連句の
座で詠まれたもので、
「どこまでも武蔵野の月
影涼し」という神山寸木
の発句に付けられた脇
句。  

水相似（みずあひにた）り三またの夏 

☆ 「岐阜市漫遊  岐阜市観光情報  
    観光名所 句碑めぐり」 

☆ 書籍「芭蕉と岐阜･大垣」  
   大野国士著 まつお出版（松尾一）  

      1993年（平成5年）発行 24頁 
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十
二
、
句
碑
保
存
活
動
（
台
座
補
強
工
事
） 

 

昭
和
四
十
年
（
１
９
６
５
）
五
月
五
日
の
台
座
竣
工
祝
賀
会
以
来
、

五
二
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
句
碑
が
傾
い
て
き
た
為
、
句
碑
の
保
存

を
目
的
に
研
究
会
は
地
主
の
超
勝
寺
様
と
三
ツ
又
自
治
会
の
関
係
者

に
許
可
を
得
て
、
徳
風
院
石
碑
の
河
合
氏
に
台
座
下
部
の
補
強
工
事

を
発
注
。
平
成
二
十
九
年
（
２
０
１
７
）
十
一
月
二
八
日
、
二
九
日
工

事
完
了
。 

   台座補強工事後の寸木・芭蕉の連句碑（左）  三川を詠んだ古和歌の碑（右） 
                                         平成29年12月6日筆者撮影 

土台はコンクリート厚さ約25㎝×80㎝×140㎝補強入り  
碑は台座に接着       撮影 関谷太治氏 
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十
三
、
ま
と
め 

  

連
句
が
詠
ま
れ
て
か
ら
四
八
年
後
に
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
碑
文
に
は

寸
木
の
子
二
春
は
、
芭
蕉
が
三
ツ
又
の
父
寸
木
の
屋
敷
に
来
遊
し
て
句

を
呈
し
た
と
記
し
て
い
ま
す
。 

 

「
水
月
一
双
」
寛
政
六
年
（
１
７
９
４
）
の
士
朗
の
序
文
に
よ
る
と
、

桂
花
楼
主
人
が
三
俣
の
里
を
訪
ね
、
芭
蕉
の
旅
の
宿
と
な
っ
た
寸
木
の

末
裔
の
家
に
、
か
っ
て
芭
蕉
が
荷
兮
ら
と
共
に
そ
こ
に
来
合
わ
せ
た
折

の
「
消
日
の
俳
諧｣(

荷
兮
筆
・
面
六
句
）
を
写
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

次
文
書
で
あ
る
「
消
日
の
俳
諧
」
の
存
在
と
神
山
家
に
芭
蕉
が
来
た
と

い
う
証
し
が
不
明
で
す
。 

   

獅
子
門
第
二
世
の
各
務
支
考
『
国
の
花
』
は
、
連
句
が
詠
ま
れ
た
十

六
年
後
の
刊
行
。
「
挨
拶
」
と
し
て
「
是
は
三
俣
の
何
が
し
芭
蕉
翁
を

岐
阜
の
旅
店
に
た
づ
ね
て
起
句
此
申
さ
れ
た
る
に
深
川
の
古
郷
を
思
ひ

出
給
ふ
な
る
べ
し
」
と
記
載
。 

 

同
じ
く
第
三
九
世
國
島
十
雨
は
、
連
句
の
規
則
上
、
発
句
は
客
が
、

脇
句
は
亭
主
の
順
で
詠
む
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
芭
蕉
の
旅
宿
で
詠
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

碑
文
以
外
の
史
料
で
は
、
芭
蕉
が
三
ツ
又
に
来
た
証
し
が
見
つ
か
っ

て
い
な
い
の
で
、
来
遊
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ

ん
。 

  

芭
蕉
さ
ん
は
全
国
を
旅
し
、
自
身
の
目
で
見
て
感
じ
た
こ
と
を
俳
句

で
表
現
す
る
俳
人
。
初
対
面
に
近
い
寸
木
と
の
面
識
の
中
で
、
は
た
し

て
行
っ
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い
岐
阜
の
三
ツ
又
に
つ
い
て
「
水
あ

ひ
似
た
り
三
ま
た
の
夏
」
と
詠
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

連
句
の
ル
ー
ル
通
り
で
あ
れ
ば
、
寸
木
の
屋
敷
を
訪
ね
た
後
に
、
旅

宿
で
詠
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

ま
と
め
と
し
て
、
「
三
ツ
又
と
旅
宿
の
妙
照
寺
ど
ち
ら
で
詠
ん
だ

の
か
？
」
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
芭
蕉
が
美
濃
三
ツ
又
の
情
景
を
詠
ん
だ
こ
と
に

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

十
雨
の
こ
と
ば
（
國
島
十
雨
ノ
ー
ト
）
に
あ
る
よ
う
に 

 
 
 

「
さ
て
芭
蕉
と
い
う
俳
諧
の
大
家
の
作
品
が
三
ツ
又
の
里
に 
 
 
 

存
在
す
る
こ
と
は
文
化
的
に
見
て
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
。 
 
 
 

私
は
こ
の
よ
う
な
句
を
残
し
て
下
さ
っ
た
神
山
寸
木
と
い
う 

 
 
 

大
先
輩
が
あ
る
事
を
誇
り
と
す
る
と
共
に
、
こ
の
地
の
人
々 

 
 
 

も
誇
り
と
し
て
貰
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
」 

の
言
葉
を
引
用
し
て
ま
と
め
と
し
ま
す
。 

  

尚
、
芭
蕉･

寸
木
の
後
の
神
山
家
文
書
に
は
、
三
ツ
又
の
地
名
、

川
、
自
然
、
鵜
舟
や
風
景
を
題
材
に
し
た
俳
句
・
歌
な
ど
が
多
く
収

載
さ
れ
て
お
り
、
遠
方
か
ら
の
訪
問
者
も
多
数
見
ら
れ
、
川
の
文
化

が
続
い
て
き
ま
し
た
。 

  

岐
阜
市
北
西
部
に
は
、
芭
蕉
、
支
考
の
後
、
以
哉
派
第
五
世
安
田

以
哉
坊
（
黒
野
）
や
、
十
八
世
田
中
専
雅
（
小
野
）
、
二
九
世
山
田

三
秋
（
西
郷
）
、
三
九
世
國
島
十
雨
（
古
市
場
）
と
多
数
の
道
統
を

輩
出
し
、
多
く
の
門
下
生
も
俳
句
に
親
し
み
、
た
い
へ
ん
文
化
豊
か

な
土
地
柄
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
も
そ
も
時
代
を
遡
れ
ば
、
加
藤
貞
泰
が
古
々
川
を
堰
き
止
め
る

た
め
築
い
た
尉
殿
堤
が
、
慶
長
十
五
年
（
１
６
１
０
）
国
替
え
二
年
後

の
慶
長
十
七
年
に
長
良
川
洪
水
で
流
失
し
、
伊
自
良
川
へ
貫
通
し
て

古
々
川
が
生
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
伊
自
良
川
・
板
屋
川
の
三
川
が

合
流
し
た
付
近
が
三
ツ
又
の
地
名
。
そ
れ
か
ら
七
四
年
を
経
て
、
芭

蕉
の
句
も
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

川
と
水
に
関
わ
る
こ
の
地
域
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
残
し
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。 
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引
用
参
考
文
献
・資
料 

（順
不
同
） 

 

・
『
黒
野
史
誌
』 

・
『
校
本 
芭
蕉
全
集
』
第
四
巻 

連
句
編(

中
）
富
士
見
書
房 

・
國
島
十
雨
ノ
ー
ト
『
三
股
芭
蕉
翁
遊
句
碑
に
つ
い
て
』
（
増
田
悦
治
＝
写
蔵
） 

・
『
鷺
山
史
誌
』  

・
『
教
区
誌
』
」
浄
土
宗
岐
阜
教
区 

（
超
勝
寺
・
地
蔵
寺
） 

・
『
超
勝
寺
の
沿
革
』
第
21
世 

道
譽
信
亙 

・
大
野
国
士
著
『
芭
蕉
と
岐
阜･

大
垣
』
ま
つ
お
出
版 

・
岐
阜
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
光
』
３
５
１
頁
「
芭
蕉
の
句
碑
」
増
田
悦
三
記 

・
東
海
俳
句
懇
話
会
『
笹
』
（
身
近
に
あ
っ
た
俳
聖
芭
蕉
の
足
跡
）
栗
田
俊
治
記 

・
地
蔵
寺
跡
写
真
（
平
成
18
年
）
提
供 
増
田
光
夫 

・
ウ
エ
ブ
『 

岐
阜
県 

松
尾
芭
蕉
の
句
碑
巡
り
』  

・
神
山
二
春
『
百
人
一
句
』
神
山
忠
司
氏
蔵 

・
『
新
編 

芭
蕉
大
成
』
連
句
編
２
１
９
頁 
三
省
堂 

・
『
国
書
総
目
録
』
第
五
巻 

昭
和
42
年 

岩
波
書
店 

・
『
俳
諧
雑
録
』
（
中
村
俊
定
文
庫
）
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

・
『
国
の
花
』
各
務
支
考 

岐
阜
県
図
書
館
蔵 

  

・
『
蕉
門
俳
諧
集
二 

古
典
俳
文
学
大
系
７
』
集
英
社 

・
『
超
勝
寺
の
沿
革
』
第
21
世 

道
譽
信
亙 

・
『
當
山
の
概
略
』
妙
照
寺
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

・
水
野
耕
嗣
著
『
岐
阜･

妙
勝
寺
に
関
す
る
建
築
的
考
察
』
岐
高
専
紀
要
第
31
号  

・
安
原
貞
室
編
『
玉
海
集
追
加
』
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

・
『
く
ろ
の
の
女
』
黒
野
女
性
史
研
究
会 

・
國
島
五
作
「
ふ
る
さ
と
黒
野
」
黒
野
白
寿
会
連
合
会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌 

 

『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』 

（「
く
ろ
の
白
寿
」
第
18
号 

平
成
五
年
） 

・
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
21
岐
阜
県 

角
川
書
店 

 

・
『
岐
阜
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
21 

平
凡
社 

・
『
濃
飛
河
川
資
料
２
』
岐
阜
県
郷
土
史
料
協
議
会 

・
『
伊
自
良
・
鳥
羽
・
板
屋
川
通 

堤
御
願
墨
引
絵
図
』
寛
政
八
年
（
岐
阜
市
史  

 

資
料
編
近
世
二
付
図
６
） 

・
『
方
県
郡
木
田
村 

山
田
家
文
書
』
木
田
公
民
館
講
座
「
ふ
る
さ
と
木
田
の
歴 

 

史
と
文
化
」
後
藤
信
義
講
演
資
料 

・
『
宝
永
二
年
以
前
以
後
堤
色
分
絵
図
』
岐
阜
県
図
書
館
蔵
（
写
）
岐
阜
県
歴
史 

 

資
料
館
蔵 

・
『
明
治
24
年
測
量
・
同
43
年
発
行 

大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部 

岐
阜
地
図
』 

・
『
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
衛
星
写
真
』 

○ 

調
査
研
究
ご
協
力
者 

 
  
 

謝
辞 

 

 

平
成
二
十
八
年
秋
か
ら
調
査
研
究
を
始
め
、
資
料
提
供
、
解
読
、
聞
き
取
り

な
ど
で
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
筧
真
理
子
様
に
は
、
史
料
紹
介
、

解
読
で
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
芭
蕉
・
寸
木
の
俳
句
と
三

ツ
又
に
関
す
る
歴
史
の
一
端
を
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
紐
解
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

 
 

神
山 

忠
司 

 
 

超
勝
寺 

第
二
十
一
世 

道
譽
信
亙
住
職 

 
 

増
田 

光
夫 

 
 

神
山 

与
志
子 

 
 

郷 

和
彦 

 
 

妙
照
寺 

第
三
十
世 

堀
智
仙
住
職 

 
 

郷 

孝
夫 

 
 

國
島 

京
子 

 
 

 
神
山 

順
子 

 
 

佐
部
利 

浩 
 

 

名
知 
勲 

 
 

関
谷 
太
治 

 
 

望
月 

良
親 

 
 

筧 

真
理
子 

・
開
館
15
周
年
記
念
特
別
展
『
芭
蕉
と
支
考
』
岐
阜
市
歴
史
博
物
館 

・
パ
ン
フ
『
芭
蕉
と
支
考 

関
連
句
碑
マ
ッ
プ
』
岐
阜
市
歴
史
博
物
館 

平
成
13
年 

・
『
岐
阜
市
の
文
化
』
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
を
め
ぐ
る 

52
頁 

岐
阜
市 

・
散
策
ガ
イ
ド
『
金
華
山
と
岐
阜
の
街
』
ま
つ
お
出
版 

・
『
岐
阜
市
漫
遊 

岐
阜
市
観
光
情
報 

観
光
名
所 

句
碑
め
ぐ
り
』 

・
弘
中
孝
著 

書
籍
『
石
に
刻
ま
れ
た
芭
蕉
』
全
国
の
芭
蕉
句
碑
３
２
３
０
基  

 

二
〇
〇
四
年
（
平
成
16
年
）
発
行 
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三
ツ
又
を
詠
ん
だ
俳
句 

 
 

『芭
蕉
・
神
山
寸
木
連
句
碑
』 

調
査
研
究 

  
 

 
 

 

初
版
発
行  

 

平
成
二
九
年
（
２
０
１
７
）

十
一
月
二
五
日 

 
 

 
 

 

第
二
版
発
行 

平
成
三
十
年
（
２
０
１
８
）

三
月
三
日 

  
 

 
 
  

発
行
者 

黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
成 

研
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会
会
長 

河
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耕
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岐
阜
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今
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四
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本
書
は
、
地
域
の
事
業
者
、
企
業
な
ど
の
寄
付
金
に
て
発
行
し
ま
し
た
。 
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